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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその駆動方法

(57)【要約】
【課題】  液晶表示装置において、ガンマ補正処理に伴
う出力画像の階調数の減少を抑制して、画質の低下を防
止する。
【解決手段】  開示される液晶表示装置は、赤，緑，青
の各色の画素電極をそれぞれ同一行の走査線に対応して
画面上に順次繰り返し配列してなる液晶パネル２に対し
て、各行の走査線を走査周期ごとに順次走査する走査線
駆動回路５と、赤，緑，青の各色の走査線の走査ごと
に、液晶パネル２の赤，緑，青の各色のＶ－Ｔ特性に対
応するそれぞれの基準階調電圧を発生するＲＧＢ切替基
準階調電圧発生回路４と、各色の基準階調電圧を用いて
対応する色の入力階調データをガンマ補正して信号電圧
を発生して、走査周期ごとに各色の画素電極に対応する
各列の信号線に供給する信号線駆動回路６とを備えてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  赤，緑，青の各色の画素電極をそれぞれ
同一行の走査線に対応して画面上に順次繰り返し配列し
てなる液晶パネルに対して、
前記各行の走査線を走査周期ごとに順次走査する走査線
駆動手段と、
前記赤，緑，青の各色の走査線の走査ごとに、前記液晶
パネルの赤，緑，青の各色のＶ－Ｔ特性に対応するそれ
ぞれの基準階調電圧を発生する基準階調電圧発生手段
と、
前記各色の基準階調電圧を用いて対応する色の入力階調
データをガンマ補正して信号電圧を発生して、走査周期
ごとに前記各色の画素電極に対応する各列の信号線に供
給する信号線駆動手段とを備えたことを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】  前記入力階調データが、表示制御手段に
おいて、赤，緑，青の各色の階調データを各列の信号線
に対応して配列して走査線ごとに順次繰り返して伝送す
る外部階調データを、赤，緑，青の各色の階調データを
それぞれ同一の走査線に対応して配列して走査線ごとに
順次繰り返して伝送するように並べ替えたものであるこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記基準階調電圧発生手段が、基準電圧
を分圧する赤，緑，青のそれぞれの分圧器を備えて、該
赤，緑，青のそれぞれの分圧器から前記液晶パネルの
赤，緑，青のそれぞれのＶ－Ｔ特性に対応するガンマ補
正を行うための電圧を発生し、赤，緑，青のそれぞれの
走査線の走査に応じてそれぞれの色の前記基準階調電圧
として出力するように構成されていることを特徴とする
請求項１又は２記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記基準階調電圧発生手段が、入力画像
の画質データに応じて前記赤，緑，青の基準階調電圧を
変更することを特徴とする請求項１又は２記載の液晶表
示装置。
【請求項５】    前記基準階調電圧発生手段が、入力画
像のガンマ特性を示す画質データをディジタルアナログ
変換して前記入力画像のガンマ特性を補償した基準階調
電圧を発生する赤，緑，青の各色のディジタルアナログ
変換手段と、該各ディジタルアナログ変換手段の赤，
緑，青の各色の基準階調電圧を赤，緑，青の各色の走査
線の走査に応じて選択して出力する選択手段とを備えて
なることを特徴とする請求項４記載の液晶表示装置表示
装置。
【請求項６】  入力階調データと出力階調データとの読
み替えを行う画像処理手段を備えるとともに、前記基準
階調電圧発生手段が、ガンマ補正可能範囲内の複数の階
調電圧変換ポイントのガンマ値に対応して各色の基準階
調電圧を発生することによって、前記信号線駆動手段
が、前記階調電圧変換ポイントでは、前記基準階調電圧
を用いてガンマ補正を行うとともに、隣接する前記階調*
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*電圧変換ポイントの中間のガンマ値の場合は、前記画像
処理手段において前記中間のガンマ値に最も近い前記階
調電圧変換ポイントのガンマ値と前記中間のガンマ値と
の関係から入力階調データを読み替えた出力階調データ
に応じて、前記階調電圧変換ポイントにおける基準階調
電圧を用いてガンマ補正を行うことを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか一記載の液晶表示装置。
【請求項７】  赤，緑，青の各色の画素電極をそれぞれ
同一行の走査線に対応して画面上に順次繰り返し配列し
てなる液晶パネルにおいて、前記各行の走査線を走査周
期ごとに順次走査するとともに、前記赤，緑，青の各色
の走査線の走査ごとに、前記液晶パネルの赤，緑，青の
各色のＶ－Ｔ特性に対応するそれぞれの基準階調電圧を
発生し、該各色の基準階調電圧を用いて対応する色の入
力階調データをガンマ補正して信号電圧を発生して、走
査周期ごとに前記各色の画素電極に対応する各列の信号
線に供給することを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項８】  入力画像の画質データに応じて前記赤，
緑，青の基準階調電圧を変更することを特徴とする請求
項７記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】  ガンマ補正可能範囲内の複数の階調電圧
変換ポイントのガンマ値に対応して各色の基準階調電圧
を発生することによって、前記階調電圧変換ポイントで
は、前記基準階調電圧を用いてガンマ補正を行うととも
に、隣接する前記階調電圧変換ポイントの中間のガンマ
値の場合は、前記中間のガンマ値に最も近い前記階調電
圧変換ポイントのガンマ値と前記中間のガンマ値との関
係から入力階調データを読み替えた出力階調データに応
じて、前記階調電圧変換ポイントにおける基準階調電圧
を用いてガンマ補正を行うことを特徴とする請求項７又
は８記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、画像表示装置に
関し、特に、液晶パネルを用い、基準階調電圧と階調デ
ータとによって液晶パネルに対する画像信号を発生する
ようにした液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置においては、液晶パネルを
表示器として使用して、画像表示を行う。液晶パネル
は、表示面上にマトリスク状に配置された画素に対応し
て透明電極からなる画素電極を設けた第１のガラス基板
と、透明電極からなる共通電極を設けた第２のガラス基
板とを対向させて、中間に結晶性の液体であって電界に
よって光学的異方性を生じる液晶物質を封入するととも
に、両ガラス基板にそれぞれ偏光面が互いに直交する偏
光板を設けた構造を有している。そして、画素電極を画
面の行方向と列方向とから駆動することによって、交点
における画素電極上の液晶物質の光学的異方性の程度が
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変って、光の透過率が変化することを利用して、背面に
設けられたバックライトによる透過光の輝度変化によっ
て、画素ごとに明暗の表示を行うことができるようにな
っている。さらに、各画素の画素電極を、Ｒ（赤），Ｇ
（緑），Ｂ（青）の３原色ごとに配置するとともに、
Ｒ，Ｇ，Ｂの各画素電極ごとに、第２のガラス基板にそ
れぞれＲ，Ｇ，Ｂ色のカラーフィルタを設けて、色ごと
に異なる電気入力を与えるように、行方向と列方向とか
ら駆動することによって、カラー表示を行うことができ
る。
【０００３】この場合、パソコン等の画像描画装置から
出力される画像信号は、画像の明るさの段階を対数軸上
で等間隔に表示する階調データからなっており、例えば
６４階調を６ビットのディジタル信号で表されている。
液晶表示装置では、この階調データに応じて変化する電
圧を発生して液晶パネルに印加することによって画像表
示を行うが、この際の印加電圧の変化と、輝度の変化と
の関係を示すガンマ（γ）特性値は、通常、２．２程度
に選定されるので、液晶表示装置では、階調データから
このγ特性に応じた印加電圧が発生するような処理（ガ
ンマ補正）を行えるように構成されていることが必要に
なる。なお、以下に説明するノーマリ・ホワイト型の液
晶パネルでは、印加電圧を加えない状態においてその透
過率が最も高く、印加電圧が大きいほど透過率が小さく
なるので、階調データが増加するに従って印加電圧が小
さくなるように設定される。
【０００４】以下、従来の液晶表示装置の構成，動作に
ついて説明する。図１０は、従来の液晶表示装置の第１
の構成例を示す図、図１１は、本従来例における基準階
調電圧発生回路と信号線駆動回路の構成例を示す図、図
１２は、液晶表示装置に対する階調データ入力を示す
図、図１３は、液晶パネルのガンマ特性の例を示す図で
ある。
【０００５】第１の従来例の液晶表示装置１１は、図１
０に示すように、液晶パネル１２に対して、表示制御回
路１３と、基準階調電圧発生回路１４と、走査線駆動回
路１５と、信号線駆動回路１６とを備えた概略構成を有
している。液晶パネル１２は、前述した構造を有し、表
示面に横（水平）方向に複数行の走査線１２１を形成す
る配線を設けるとともに、縦（垂直）方向に複数列の信
号線１２２を形成する配線を設け、さらに各行の走査線
と各列の信号線との交点ごとに、画素電極１２３を配置
し、それぞれの画素電極と対応する信号線との間に薄膜
トランジスタ（Thin Film Transistor：ＴＦＴ）１２４
を設け、各ＴＦＴのゲートを対応する走査線に接続した
構成を有している。この場合、各画素電極は、図示のよ
うに、水平方向にＲ，Ｇ，Ｂの各色が順次配列されて走
査線に接続されることによってカラーの１画素を構成
し、このような画素が水平方向に所定数、走査線に沿っ
て配列されているとともに、垂直方向には、各信号線ご
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とに同色の画素電極が所定数接続されて、１画面を構成
するようになっている。
【０００６】表示制御回路１３は、画像描画装置１００
からの、液晶パネル１２の画素電極配列に対応して、
Ｒ，Ｇ，Ｂの各色の階調データを繰り返し配列した階調
データ入力を、同期データに従って、走査周期ごとに信
号線駆動回路１６に出力するとともに、同期データに応
じて、走査線駆動回路１５に対して走査側制御信号を出
力し、信号線駆動回路１６に対して信号側制御信号を出
力する。基準階調電圧発生回路１４は、信号線駆動回路
１６において、階調データに対応する電圧の信号を各信
号線に対して出力する際に必要となる、基準階調電圧を
発生する。走査線駆動回路１５は、走査側制御信号に応
じて１フィールド期間ごとに、各走査線に対して走査信
号を出力する。信号線駆動回路１６は、信号側制御信号
に応じて１走査期間ごとに、表示制御回路１３からの並
べ替えられた階調データと、基準階調電圧発生回路１４
からの基準階調電圧とに応じて、液晶パネル１２の電圧
－透過率（Ｖ－Ｔ）特性に応じてガンマ（γ）補正を行
われた信号を生成して、各信号線ごとに出力する。
【０００７】また、基準階調電圧発生回路１４と信号線
駆動回路１６とは、図１１に示すような構成を有してい
る。図１１では、液晶パネル１２の水平方向のカラーの
６４０画素に対応する１９２０個の画素電極に対して、
階調データに対応する電圧を出力する場合を例示してい
る。基準階調電圧発生回路１４では、基準電圧ＶREF を
抵抗Ｒ１，Ｒ２，Ｒ３，…，Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ１１から
なる分圧回路で分割して得た電圧を、ボルテージ・フォ
ロアＢ１，Ｂ２，…，Ｂ９，Ｂ１０を介して、基準階調
電圧Ｖ０，Ｖ１，…，Ｖ８，Ｖ９として信号線駆動回路
１６に出力する。信号線駆動回路１６では、マルチプレ
クサ（ＭＰＸ）１６１において、液晶パネルを交流駆動
するための極性反転パルスＰＯＬに基づいて、基準階調
電圧Ｖ０～Ｖ９を、Ｖ０～Ｖ４の組とＶ５～Ｖ９の組と
に分けて、ＤＡＣ１６２に出力する。
【０００８】また、表示制御回路１３から供給される、
例えば６ビットの、Ｒ階調データＤR ，Ｇ階調データＤ
G ，Ｂ階調データＤB は、水平スタートパルスＨＳＰ及
びクロック信号ＨＣＫにより制御されるシフトレジスタ
部１６３の、各段の出力によって制御されるデータレジ
スタ部１６４に並列に保持される。データレジスタ部１
６４に並列に保持された信号は、ラッチ信号ＳＴＢによ
ってラッチ部１６５に階調データが一括して転送されて
ラッチされる。さらにラッチ部１６５から出力される階
調データは、レベルシフト部１６６を介してレベルシフ
トされてＤＡＣ１６２へ転送される。ＤＡＣ１６２へ転
送された階調データは、ＭＰＸ１６１から供給される、
基準階調電圧Ｖ０～Ｖ４の組とＶ５～Ｖ９の組とに基づ
いてガンマ補正されるとともに、ＤＡ変換された信号電
圧を発生して、ボルテージ・フォロアＦ１，Ｆ２，…，
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Ｆ１９１９，Ｆ１９２０を経て、対応する各信号線に出
力される。
【０００９】以下、図１０乃至図１２を参照して、第１
の従来例の液晶表示装置の動作を説明する。図１２は、
液晶表示装置１１に対する、パソコン等からなる画像描
画装置１００からの階調データ入力を示したものであっ
て、液晶パネル１２が水平方向にカラーの６４０画素を
有する場合を例示し、１走査周期ごとに括弧で括って示
す各組のＲ，Ｇ，Ｂの階調データを６４０回繰り返す信
号を、液晶パネルの垂直方向の４８０本の走査線位置に
対応して、４８０回繰り返して入力することが示されて
いる。この際、各色の階調データは、表示しようとする
画像の階調数に対応して、例えば６４階調の場合、６ビ
ットのディジタル化された画像信号からなっている。ま
た、画像描画装置１００は、同期データとして、各フィ
ールドの表示期間に対応して垂直同期信号を出力し、各
行の走査期間に対応して水平同期信号を出力する。
【００１０】液晶表示装置１１において、表示制御回路
１３は、画像描画装置１００からの階調データ入力を、
同期データに応じて、走査周期ごとに、１走査線分づつ
信号線駆動回路１６に出力するとともに、同期データに
応じて、走査線駆動回路１５に対して走査側制御信号を
出力し、信号線駆動回路１６に対して信号側制御信号を
出力する。
【００１１】これによって、走査線駆動回路１５では、
走査側制御信号に応じて垂直同期信号ごとに、１フィー
ルドの画面を形成する走査信号を、各走査線に対して順
次出力するので、各走査線に接続されたＴＦＴ１２４が
オンになって、その走査線に接続された各画素電極に、
それぞれの信号線から信号電圧が供給される。また、信
号線駆動回路１６では、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色の階調データに
対して、基準階調電圧発生回路１４からの、基準階調電
圧を用いて、液晶パネル１２におけるＶ－Ｔ特性が所定
のガンマ値になるようにガンマ補正を行って、この補正
されたＶ－Ｔ特性に対応する電圧を各信号線に出力す
る。
【００１２】このように、図１０に示された液晶表示装
置では、ガンマ補正を行っている基準階調電圧は、Ｒ，
Ｇ，Ｂ各色とも同一値であり、液晶パネルにおけるＲ，
Ｇ，Ｂの各色のＶ－Ｔ特性が同一のものとして、信号電
圧を生成している。しかしながら、実際の液晶パネルで
は、バックライトの輝度やカラーフィルタの透過率、及
び液晶の各色の特性の違い等に基づいて、Ｒ，Ｇ，Ｂの
各色によってＶ－Ｔ特性が異なっており、そのため、表
示される画像のガンマ特性が、Ｒ，Ｇ，Ｂの色ごとに変
化するので、色調の変化を生じて画質が低下する。図１
３は、このような表示色によるガンマ特性の変化を示し
たものであって、６４階調表示の場合を示し、同一階調
値に対して、透過率がＧ，Ｂ，Ｒの順に小さくなる（ガ
ンマ値が大きくなる）ことが示されている。
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【００１３】これに対して、従来の液晶表示装置では、
画像描画装置側で予めデータ処理を行って、このような
ガンマ特性の相違を補正した階調データを出力する方法
や、液晶表示装置の入力側に、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとに
入力データのガンマ補正を行う回路を設ける方法等が用
いられている。
【００１４】次に、第２の従来例として、入力側で階調
データのガンマ補正を行うようにした液晶表示装置につ
いて説明する。図１４は、従来の液晶表示装置の第２の
構成例を示す図、図１５は、本従来例の液晶表示装置に
おけるガンマ補正に基づく階調数の減少を説明する図で
ある。第２の従来例の液晶表示装置１１Ａは、図１４に
示すように、液晶パネル１２に対して、表示制御回路１
３と、基準階調電圧発生回路１４と、走査線駆動回路１
５と、信号線駆動回路１６と、画像処理回路１７とを備
えた概略構成を有している。これらのうち、液晶パネル
１２，表示制御回路１３，基準階調電圧発生回路１４，
走査線駆動回路１５，信号線駆動回路１６の構成，機能
は図１０に示された第１の従来例と同様である。画像処
理回路１７は、図示されないＲ信号用ルックアップテー
ブル（ＬＵＴ）と、Ｇ信号用ルックアップテーブル（Ｌ
ＵＴ）と、Ｂ信号用ルックアップテーブル（ＬＵＴ）と
を備えたチップからなり、Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれの入力
階調データに対して、各色のルックアップテーブルを用
いて階調データを読み替えることによって、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の各色に対するそれぞれのガンマ補正の処理を行って、
表示制御回路１３に対してガンマ補正後の階調データを
出力する。
【００１５】以下、図１４，図１５を参照して、第２の
従来例の液晶表示装置１１Ａの動作を説明する。パソコ
ン等からなる画像描画装置１００の出力する階調データ
は、図１０に示された従来例の場合と同様に、Ｒ，Ｇ，
Ｂの各色ごとの、例えば６４階調に対応して、６ビット
にディジタル化された画像信号からなっており、図１２
に示されたようなデータ配列を有している。画像処理回
路１７は、入力されたＲ，Ｇ，Ｂの各色の入力階調デー
タを、それぞれＲ用ＬＵＴ，Ｇ用ＬＵＴ，Ｂ用ＬＵＴに
入力することによって、Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれの階調デ
ータを読み替えて、ガンマ補正の処理後の階調データを
表示制御回路１３に出力する。
【００１６】表示制御回路１３は、ガンマ補正後の階調
データを、第１の従来例の場合と同様に、各走査線位置
に対応して、走査周期ごとに、信号線駆動回路１６へ出
力するとともに、走査線駆動回路１５へ走査側制御信号
を出力し、信号線駆動回路１６へ信号側制御信号を出力
する。基準階調電圧発生回路１４は、第１の従来例の場
合と同様に、液晶パネルにおけるＶ－Ｔ特性が所定のガ
ンマ値になるような基準階調電圧を出力する。このと
き、第１の従来例の場合に説明したように、Ｒ，Ｇ，Ｂ
各色とも、基準階調電圧は同一値である。信号線駆動回
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7
路１６は、基準階調電圧発生回路１４からの基準階調電
圧を用い、信号線駆動回路１６の中にあるＤＡＣによっ
て、入力されたガンマ補正後の階調データに対応する出
力電圧を発生して、各信号線に対して出力する。
【００１７】以上説明したように、図１４に示された従
来例の液晶表示装置では、その入力側で、原画像信号の
階調データにデータ処理を施すことによって、各色ごと
にガンマ補正を行っている。しかしながら入力階調デー
タに対してデータ処理によってガンマ補正を行った場合
には、補正後の階調データにおいて、階調数が減少する
ことになる。これは、入力階調データは、例えば６４階
調の場合、６４個の階調値と、これを表現する６ビット
のディジタルデータとは１：１に対応しているが、デー
タ処理によって、６ビットのディジタルデータにおけ
る、入力データと出力データとの対応関係を変えると、
読み飛ばされるディジタル値が出力データ中に生じる結
果、読み飛ばされたディジタル値に対応する階調データ
は、出力されないことになるためである。このように、
データ処理によるガンマ補正では、入力データと出力デ
ータとが直線的に対応する階調データだけを抜き出して
利用するため、入力側の階調データが持っている階調値
のすべてを利用することができず、階調数の減少によっ
て画質の低下を招くことになる。
【００１８】図１５は、階調データの変換に伴う階調数
の減少を示したものであって、６４階調からなる階調デ
ータに対するデータ変換を、
【００１９】
【数１】

【００２０】によって行った場合の、各γｄ値における
表示可能な階調数を示したものであって、γｄ＝１の場
合は、入力階調データと出力階調データとが一致するの
で、階調数の変化は生じないが、γｄ＜１又はγｄ＞１
となるように階調データの読み替えを行った場合には、
階調数が減少することが示されている。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】従来の液晶表示装置で
は、基準階調電圧発生回路の発生する基準階調電圧は、
Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対して同一である。そして、液晶パ
ネルにおける、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対するガンマ特性の
相違に対応する補正は、入力階調データに対するデータ
処理によって行われていた。しかしながら、階調データ
に対してデータ処理によってガンマ特性の補正を行う方
法では、前述のように、入力階調データと出力階調デー
タとが直線的に対応する部分だけを抜き出して利用する
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ため、画像信号が持っている階調データのすべてを利用
することができず、補正後の階調数が減少するため、画
質の低下が生じることを避けられないという問題があっ
た。
【００２２】この発明は、上述の事情に鑑みてなされた
ものであって、階調数の減少を伴わずに、Ｒ，Ｇ，Ｂの
各色ごとに適正なガンマ補正を行うことが可能な、液晶
表示装置及びその駆動方法を提供することを目的として
いる。
【００２３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、請求項１記載の発明は液晶表示装置に係り，赤，
緑，青の各色の画素電極をそれぞれ同一行の走査線に対
応して画面上に順次繰り返し配列してなる液晶パネルに
対して、上記各行の走査線を走査周期ごとに順次走査す
る走査線駆動手段と、上記赤，緑，青の各色の走査線の
走査ごとに、上記液晶パネルの赤，緑，青の各色のＶ－
Ｔ特性に対応するそれぞれの基準階調電圧を発生する基
準階調電圧発生手段と、上記各色の基準階調電圧を用い
て対応する色の入力階調データをガンマ補正して信号電
圧を発生して、走査周期ごとに上記各色の画素電極に対
応する各列の信号線に供給する信号線駆動手段とを備え
たことを特徴としている。
【００２４】また、請求項２記載の発明は、請求項１記
載の液晶表示装置に係り、上記入力階調データが、表示
制御手段において、赤，緑，青の各色の階調データを各
列の信号線に対応して配列して走査線ごとに順次繰り返
して伝送する外部階調データを、赤，緑，青の各色の階
調データをそれぞれ同一の走査線に対応して配列して走
査線ごとに順次繰り返して伝送するように並べ替えたも
のであることを特徴としている。
【００２５】また、請求項３記載の発明は、請求項１又
は２記載の液晶表示装置に係り、上記基準階調電圧発生
手段が、基準電圧を分圧する赤，緑，青のそれぞれの分
圧器を備えて、該赤，緑，青のそれぞれの分圧器から上
記液晶パネルの赤，緑，青のそれぞれのＶ－Ｔ特性に対
応するガンマ補正を行うための電圧を発生し、赤，緑，
青のそれぞれの走査線の走査に応じてそれぞれの色の上
記基準階調電圧として出力するように構成されているこ
とを特徴としている。
【００２６】また、請求項４記載の発明は、請求項１又
は２記載の液晶表示装置に係り、上記基準階調電圧発生
手段が、入力画像の画質データに応じて上記赤，緑，青
の基準階調電圧を変更することを特徴としている。
【００２７】また、請求項５記載の発明は、請求項４記
載の液晶表示装置に係り、上記基準階調電圧発生手段
が、入力画像のガンマ特性を示す画質データをディジタ
ルアナログ変換して上記入力画像のガンマ特性を補償し
た基準階調電圧を発生する赤，緑，青の各色のディジタ
ルアナログ変換手段と、該各ディジタルアナログ変換手



(6) 特開２００２－３３３８６３

10

20

30

40

50

9
段の赤，緑，青の各色の基準階調電圧を赤，緑，青の各
色の走査線の走査に応じて選択して出力する選択手段と
を備えてなることを特徴としている。
【００２８】また、請求項６記載の発明は、請求項１乃
至５のいずれか一記載の液晶表示装置に係り、入力階調
データと出力階調データとの読み替えを行う画像処理手
段を備えるとともに、上記基準階調電圧発生手段が、ガ
ンマ補正可能範囲内の複数の階調電圧変換ポイントのガ
ンマ値に対応して各色の基準階調電圧を発生することに
よって、上記信号線駆動手段が、上記階調電圧変換ポイ
ントでは、上記基準階調電圧を用いてガンマ補正を行う
とともに、隣接する上記階調電圧変換ポイントの中間の
ガンマ値の場合は、上記画像処理手段において上記中間
のガンマ値に最も近い上記階調電圧変換ポイントのガン
マ値と上記中間のガンマ値との関係から入力階調データ
を読み替えた出力階調データに応じて、上記階調電圧変
換ポイントにおける基準階調電圧を用いてガンマ補正を
行うことを特徴としている。
【００２９】また、請求項７記載の発明は、液晶表示装
置の駆動方法に係り、赤，緑，青の各色の画素電極をそ
れぞれ同一行の走査線に対応して画面上に順次繰り返し
配列してなる液晶パネルにおいて、上記各行の走査線を
走査周期ごとに順次走査するとともに、上記赤，緑，青
の各色の走査線の走査ごとに、上記液晶パネルの赤，
緑，青の各色のＶ－Ｔ特性に対応するそれぞれの基準階
調電圧を発生し、該各色の基準階調電圧を用いて対応す
る色の入力階調データをガンマ補正して信号電圧を発生
して、走査周期ごとに上記各色の画素電極に対応する各
列の信号線に供給することを特徴としている。
【００３０】また、請求項８記載の発明は、請求項７記
載の液晶表示装置の駆動方法に係り、入力画像の画質デ
ータに応じて上記赤，緑，青の基準階調電圧を変更する
ことを特徴としている。
【００３１】また、請求項９記載の発明は、請求項７又
は８記載の液晶表示装置の駆動方法に係り、ガンマ補正
可能範囲内の複数の階調電圧変換ポイントのガンマ値に
対応して各色の基準階調電圧を発生することによって、
上記階調電圧変換ポイントでは、上記基準階調電圧を用
いてガンマ補正を行うとともに、隣接する上記階調電圧
変換ポイントの中間のガンマ値の場合は、上記中間のガ
ンマ値に最も近い上記階調電圧変換ポイントのガンマ値
と上記中間のガンマ値との関係から入力階調データを読
み替えた出力階調データに応じて、上記階調電圧変換ポ
イントにおける基準階調電圧を用いてガンマ補正を行う
ことを特徴としている。
【００３２】この発明の構成では、赤，緑，青の各色の
画素電極をそれぞれ同一行の走査線に各列の信号線に対
応して接続して画面上に順次繰り返し配列してなる液晶
パネルにおいて、各行の走査線を走査周期ごとに順次走
査するとともに、赤，緑，青の各色の走査線の走査ごと
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に、液晶パネルの赤，緑，青の各色のＶ－Ｔ特性に対応
するそれぞれの値の基準階調電圧を発生し、各基準階調
電圧を用いて対応する色の入力階調データをガンマ補正
して信号電圧を発生して、走査周期ごとに各列の信号線
に供給するようにしたので、ガンマ補正処理に伴う出力
画像の階調数の減少を抑制して、画質の低下を防止する
ことができる。
【００３３】また、この発明の別の構成では、入力画像
の画質データに応じて赤，緑，青の基準階調電圧を変更
するようにしたので、上記の効果に加えて、入力画像と
液晶表示装置とのガンマ特性の関係の違いを補償するこ
とができ、従って、出力画像における階調数の減少を伴
わずに、画質の低下を防止することができる。
【００３４】また、この発明のさらに別の構成では、ガ
ンマ補正可能範囲内の複数の階調電圧変換ポイントのガ
ンマ値に対応して各色の基準階調電圧を発生することに
よって、階調電圧変換ポイントでは、基準階調電圧を用
いてガンマ補正を行うとともに、隣接する階調電圧変換
ポイントの中間のガンマ値の場合は、中間のガンマ値に
最も近い階調電圧変換ポイントのガンマ値と中間のガン
マ値との関係から入力階調データを読み替えた出力階調
データに応じて、階調電圧変換ポイントにおける基準階
調電圧を用いてガンマ補正を行うようにしたので、上記
の効果に加えて、ガンマ値補正範囲が広い場合に、簡単
な構成で、階調数の減少を抑制してガンマ補正を行うこ
とができる。
【００３５】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、この発明
の実施の形態について説明する。説明は、実施例を用い
て具体的に行う。
◇第１実施例
図１は、この発明の第１実施例である液晶表示装置の構
成を示す図、図２は、本実施例における階調データの並
べ替えを示す図、図３は、本実施例における基準階調電
圧発生回路と信号線駆動回路との具体的構成例を示す
図、図４は、本実施例における各色の基準階調電圧を示
す図、図５は、本実施例の場合の各色のガンマ特性を示
す図である。
【００３６】この例の液晶表示装置１は図１に示すよう
に、液晶パネル２と、表示制御回路３と、ＲＧＢ切替基
準階調電圧発生回路４と、走査線駆動回路５と、信号線
駆動回路６とから概略構成されている。液晶パネル２
は、表示面に水平方向に複数行の走査線２１を形成する
配線を設けるとともに、垂直方向に複数列の信号線２２
を形成する配線を設け、さらに各行の走査線と各列の信
号線との交点ごとに、画素電極２３を配置し、それぞれ
の画素電極と対応する信号線との間にＴＦＴ２４を設
け、各ＴＦＴのゲートを対応する走査線に接続した構成
を有している点は従来例の場合と同様であるが、各画素
電極は、図示のように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色の画素電極が
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垂直方向に順次、配列されて同一の信号線に接続される
ことによって、カラーの１画素を構成し、このような画
素が垂直方向に所定数、配列されているとともに、水平
方向には、各走査線ごとに同色の画素電極が所定数、接
続されて、１画面を構成するようになっている。従っ
て、１画面の画素構成が同じ場合、液晶パネル２の信号
線数は従来例の場合の１／３であり、走査線数は従来例
の場合の３倍となる。
【００３７】表示制御回路３は、画像描画装置１００か
らの、Ｒ，Ｇ，Ｂの階調データの繰り返しからなる階調
データ入力を、同期データに従って、走査線ごとに、液
晶パネル２の画素配列に対応して並べ替えた階調データ
を、信号線駆動回路６に出力するとともに、同期データ
に応じて、走査線駆動回路５に対して走査側制御信号を
出力し、信号線駆動回路６に対して信号側制御信号を出
力する。ＲＧＢ切替基準階調電圧発生回路４は、信号線
駆動回路６において、階調データに対応する電圧の信号
を各信号線に対して出力する際に必要となる、液晶パネ
ルのＲ，Ｇ，Ｂの各色のＶ－Ｔ特性に合わせた３種類の
基準階調電圧（Ｒ用基準階調電圧，Ｇ用基準階調電圧，
Ｂ用基準階調電圧）を発生する。走査線駆動回路５は、
走査側制御信号に応じて１フィールド期間ごとに、各走
査線に対して走査信号を出力する。信号線駆動回路６
は、信号側制御信号に応じて１走査期間ごとに、表示制
御回路３からの並べ替えられた階調データと、ＲＧＢ切
替基準階調電圧発生回路４からの３種類の基準階調電圧
とに応じて、液晶パネル２の各色のＶ－Ｔ特性に応じて
ガンマ補正を行われた信号を生成して、各信号線ごとに
出力する。
【００３８】表示制御回路３における階調データの並べ
替えは、図２に示すようにして行われる。図２において
は、ビデオ・グラフィック・アレイ（ＶＧＡ）（６４０
×ＲＧＢ×４８０画素）の場合を例示している。画像描
画装置１００から入力された階調データ入力は、図１２
に示されたように、Ｒ，Ｇ，Ｂの順に配列された階調デ
ータが、各走査線位置ごとに画素１から画素６４０まで
繰り返し配列された信号からなり、このような信号が、
各走査線位置１～４８０に対応して入力される。表示制
御回路３では、このような階調データ入力が、図２に示
すように並べ替えられて、Ｒの信号が画素１～画素６４
０まで配列された信号と、Ｇの信号が画素１～画素６４
０まで配列された信号と、Ｂの信号が画素１～画素６４
０まで配列された信号とが、各走査線位置ごとに繰り返
して順次、走査線位置１～１４４０に対応して出力され
る。そして、この際、Ｒの信号の走査線位置と、Ｇの信
号の走査線位置と、Ｂの信号の走査線位置とに対応し
て、それぞれ、Ｒ用基準階調電圧，Ｇ用基準階調電圧，
Ｂ用基準階調電圧が、ＲＧＢ切替基準階調電圧発生回路
４から信号線駆動回路６に与えらるようになっている。
【００３９】また、基準階調電圧発生回路４と信号線駆
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動回路６とは、図３に示すような構成を有している。Ｒ
ＧＢ切替基準階調電圧発生回路４では、基準電圧ＶREF 
を赤（Ｒ）用分圧回路ＤＲ，緑（Ｇ）用分圧回路ＤＧ，
青（Ｂ）用分圧回路ＤＢでそれぞれ分割して得た電圧Ｖ
０Ｒ，Ｖ０Ｇ，Ｖ０Ｂ，…，Ｖ９Ｒ，Ｖ９Ｇ，Ｖ９Ｂ
を、マルチプレクサ（ＭＰＸ）Ｍ１，Ｍ２，…，Ｍ９，
Ｍ１０によって、選択制御信号ＳＬに応じてＲ，Ｇ，Ｂ
の各色ごとに選択して得た電圧を、ボルテージ・フォロ
アＢ１，Ｂ２，…，Ｂ９，Ｂ１０を介して、基準階調電
圧Ｖ０，Ｖ１，…，Ｖ８，Ｖ９として出力する。ここ
で、各分圧回路の出力電圧における添字Ｒ，Ｇ，Ｂは、
それぞれＲ，Ｇ，Ｂの色に対する電圧であることを示
し、マルチプレクサＭ１，Ｍ２，…，Ｍ９，Ｍ１０は、
Ｒ，Ｇ，Ｂのそれぞれの色の走査線の選択に同期して出
力される選択制御信号ＳＬに応じて、対応する色の電圧
を選択して、上記基準階調電圧として信号線駆動回路６
へ出力する。なお、図３では、信号線駆動回路６へ入力
される基準階層電圧を１０ポイントとしているが、正確
なガンマ補正を行うためには、基準階調電圧の数は多い
方がよい。
【００４０】信号線駆動回路６では、マルチプレクサ
（ＭＰＸ）６１において、液晶パネル２を交流駆動する
ための極性反転パルスＰＯＬに基づいて、基準階調電圧
Ｖ０～Ｖ９を、Ｖ０～Ｖ４の組とＶ５～Ｖ９の組に分け
てＤＡＣ６２に出力する。また、表示制御回路３から供
給される、例えば６ビットの階調データＤ1 ，Ｄ2 ，Ｄ
3 は、水平スタートパルスＨＳＰ及びクロック信号ＨＣ
Ｋによって制御される、シフトレジスタ部６３の各段の
出力によって制御されるデータレジスタ部６４に並列に
保持される。データレジスタ部６４に並列に保持された
信号は、ラッチ信号ＳＴＢによってラッチ部６５に階調
データが一括して転送されてラッチされる。ラッチ部６
５にラッチされた階調データは、レベルシフト部６６を
介してレベルシフトしてＤＡＣ６２へ転送される。ＤＡ
Ｃ６２へ転送された階調データは、ＭＰＸ６１から供給
される、基準階調電圧Ｖ０～Ｖ４の組とＶ５～Ｖ９の組
とに基づいてガンマ補正されるとともに、ＤＡ変換され
た信号電圧を発生して、ボルテージ・フォロアＦ１，Ｆ
２，…，Ｆ６３９，Ｆ６４０を経て、対応する各信号線
に出力される。ここで、表示制御回路３から供給され
る、階調データＤ1 ，Ｄ2 ，Ｄ3 は、図２に示されるよ
うに走査線位置ごとに、Ｒ階調データ，Ｇ階調データ，
Ｂ階調データが順次、繰り返して切り替えられるもので
ある。なお、この例では、信号線駆動回路６への階調デ
ータ転送を、Ｄ1 ，Ｄ2 ，Ｄ3 のように３ポートとして
いるが、ポート数は特に限定されるものではない。
【００４１】以下、図１乃至図５を参照して、第１の実
施例の液晶表示装置の動作を説明する。パソコン等から
なる画像描画装置１００は、図１０の場合について説明
したのと同様に、例えば６４階調からなる階調データと



(8) 特開２００２－３３３８６３

10

20

30

40

50

13
同期データを出力する。液晶表示装置１において、表示
制御回路３は、画像描画装置１００からのＲ，Ｇ，Ｂの
繰り返しの信号からなる階調データ入力と同期データと
に応じて、図２に示されたように、階調データを走査線
位置ごとに、液晶パネル２の画素配列に対応して並べ替
えを行って、信号線駆動回路６に出力するとともに、同
期データに応じて、走査線駆動回路５に対して走査側制
御信号を出力し、信号線駆動回路６に対して信号側制御
信号を出力する。
【００４２】これによって、走査線駆動回路５では、走
査側制御信号に応じて１フィールドごとに画面を形成す
るための走査信号を、各走査線に対して順次出力するの
で、各走査線に接続されたＴＦＴ２４がオンになって、
その走査線に接続された各画素電極に、それぞれの信号
線から信号電圧が供給される。また、信号線駆動回路６
では、ＲＧＢ切替基準階調電圧発生回路４からの、Ｒ，
Ｇ，Ｂのそれぞれの基準階調電圧を用い、走査周期ごと
に、液晶パネル２における各色のＶ－Ｔ特性が所定のガ
ンマ値になるようにガンマ補正を行った信号を発生し
て、各信号線に対して出力する。
【００４３】液晶表示装置１においては、液晶パネル２
の各走査線に接続される画素がそれぞれ同色になるよう
な画素配列になっているので、液晶パネル２の信号線本
数は従来の場合の１／３であり、走査線本数は従来の場
合の３倍になっているので、表示制御回路３では、この
ような信号線と走査線の配置に対応して、図２に示され
たように階調データの並べ替えを行うとともに、このよ
うな並べ替えられた階調データに対応して、走査線駆動
回路５では、走査線を従来の３倍の速度で切り替えるこ
とによって、垂直方向のカラーの１画素をＲ，Ｇ，Ｂの
各色に分けて走査する。信号線駆動回路６では、信号線
数が従来の１／３になるため、１走査期間内に表示制御
回路３から転送されてくる階調データは１／３となり、
また、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとに入力される。また、信号
線駆動回路６の中に設けられているシフトレジスタ部，
データレジスタ部，ラッチ部，レベルシフト部，ボルテ
ージ・フォロァ等の規模が、従来の回路の１／３とな
る。
【００４４】この際、図４に示すように、液晶パネル２
のＲ，Ｇ，Ｂ各色のＶ－Ｔ特性に合わせたＲ用基準階調
電圧と、Ｇ用基準階調電圧と、Ｂ用基準階調電圧とを、
ＲＧＢ切替基準階調電圧発生回路４で生成して信号線駆
動回路６に供給し、信号線駆動回路６で、各色の階調デ
ータに応じて液晶パネル２に供給する信号線電圧の生成
を行う際の基準階調電圧を、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとに切
り替えるようにしたので、信号線駆動回路６において入
力階調データに対してガンマ補正を行って信号線電圧を
生成する際に、従来のように入力階調データに対するデ
ータ処理を行う必要がないため、階調数の減少が生じる
ことがなく、図５に示すように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色のガ

14
ンマ特性が一致し、従って、ガンマ補正に伴う画質の低
下を生じることがない。
【００４５】このように、この例の液晶表示装置によれ
ば、液晶パネルのＶ－Ｔ特性に合致した、Ｒ，Ｇ，Ｂの
各色ごとの基準階調電圧を用いて、入力階調データに対
するガンマ補正を行って、液晶パネルに与える信号線電
圧を生成するようにしたので、ガンマ補正時に階調数が
減少することがなく、従ってガンマ補正に伴う画質の低
下を防止することができる。
【００４６】◇第２実施例
図６は、この発明の第２実施例である液晶表示装置の構
成を示す図、図７は、本実施例における基準階調電圧発
生回路と信号線駆動回路との具体的構成例を示す図であ
る。この例の液晶表示装置１Ａは図６に示すように、液
晶パネル２と、表示制御回路３Ａと、ＤＡＣ内蔵基準階
調電圧発生回路４Ａと、走査線駆動回路５と、信号線駆
動回路６とから概略構成されている。これらのうち、液
晶パネル２，走査線駆動回路５，信号線駆動回路６は、
図１に示された第１実施例の場合と同様なので、以下に
おいては、これらについての詳細な説明を省略する。
【００４７】この例においては、画像描画装置１００Ａ
は、第１実施例の画像描画装置１００の場合における、
Ｒ，Ｇ，Ｂの階調データと同期データのほかに、Ｒ，
Ｇ，Ｂの各画像信号の画質データを出力する。なお、こ
の例においては、画質データとして、画像描画装置１０
０Ａから出力される画像のガンマ特性を、ディジタル値
として出力する場合を例として説明する。図１０に示さ
れたような従来技術の構成では、画像描画装置から液晶
表示装置に転送されるのは、階調データと同期データの
みであって、画像の画質データは転送されず、ガンマ補
正処理の内容は、基準階調電圧発生回路と信号線駆動回
路によって、予め定められている。そのため、同じ入力
画像信号であっても、液晶表示装置ごとに液晶パネルの
Ｖ－Ｔ特性が異なる場合、画像の見え方が違うという問
題が生じる。この例の液晶表示装置では、画質データに
応じてＲ，Ｇ，Ｂ各色の基準階調電圧を積極的に変更す
ることによって、このような問題の発生を抑制してい
る。
【００４８】図６において、表示制御回路３Ａは、画像
描画装置１００ＡからのＲ，Ｇ，Ｂの信号からなる各階
調データを、同期データに従って、走査線ごとに、液晶
パネル２の画素配列に対応して並べ替えた階調データ
を、信号線駆動回路６に出力し、同期データに応じて、
走査線駆動回路５に対して走査側制御信号を出力し、信
号線駆動回路６に対して信号側制御信号を出力するとと
もに、画像描画装置１００Ａから送られた画質データ
を、ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発生回路４Ａに転送する。
ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発生回路４Ａは、画質データの
ディジタル値をアナログ値に変換して、信号線駆動回路
６において階調データに対応する電圧の信号を各信号線
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に対して出力する際に必要となる、液晶パネル２のＲ，
Ｇ，Ｂの各色のＶ－Ｔ特性に合わせた３種類の基準階調
電圧（Ｒ用基準階調電圧，Ｇ用基準階調電圧，Ｂ用基準
階調電圧）を生成して出力する。
【００４９】さらに、ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発生回路
４Ａは、図７に示すように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対応す
るディジタルアナログ変換部（ＤＡＣ）４１，４２，４
３と、マルチプレクサ（ＭＰＸ）Ｍ１，Ｍ２，…，Ｍ１
０と、ボルテージ・フォロアＢ１，Ｂ２，…，Ｂ１０と
を備えている。ＤＡＣ４１，４２，４３は、それぞれ画
像描画装置１００ＡからのＲ，Ｇ，Ｂの階調データ入力
に対応する画質データである、Ｒ画質データ，Ｇ画質デ
ータ，Ｂ画質データをディジタルアナログ変換して、画
質データに応じてガンマ補正されたＲ，Ｇ，Ｂ各色の基
準階調電圧Ｖ０Ｒ，Ｖ１Ｒ，…，Ｖ９Ｒ，Ｖ０Ｇ，Ｖ１
Ｇ，…，Ｖ９Ｇ，ＶＯＢ，Ｖ１Ｂ，…，Ｖ９Ｂを出力す
る。マルチプレクサＭ１，Ｍ２，…，Ｍ１０は、選択制
御信号ＳＬに応じて、各ＤＡＣからの基準階調電圧を、
Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとに選択して出力し、各マルチプレ
クサの出力電圧は、ボルテージ・フォロアＢ１，Ｂ２，
…，Ｂ９，Ｂ１０を介して、基準階調電圧Ｖ０，Ｖ１，
…，Ｖ８，Ｖ９として出力される。なお図７では、信号
線駆動回路６へ入力される基準階層電圧を１０ポイント
としているが、正確なガンマ補正を行うためには、基準
階調電圧の数は多い方がよい。
【００５０】図６に示された液晶表示装置１Ａでは、信
号線駆動回路６から各信号線を駆動する際に、液晶パネ
ル２のＲ，Ｇ，Ｂ各色のＶ－Ｔ特性と、入力画像信号の
画質とに合わて生成したＲ用基準階調電圧と、Ｇ用基準
階調電圧と、Ｂ用基準階調電圧とを、ＤＡＣ内蔵基準階
調電圧発生回路４Ａで生成して信号線駆動回路６に供給
し、信号線駆動回路６では、走査線位置ごとに切り替え
られる各色の階調データと、ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発
生回路４Ａからの、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとの基準階調電
圧を用いに応じて液晶パネル２に供給する信号線電圧の
生成を行う。従って、信号線駆動回路６において入力階
調データに応じてガンマ補正を行って信号線電圧を生成
する際に、従来のように入力階調データに対するデータ
処理を行う必要がないため、階調数の減少が生じること
なしに、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色のガンマ特性を積極的に補正
することができる。
【００５１】このように、この例の液晶表示装置によれ
ば、液晶パネルのＶ－Ｔ特性に合致した、Ｒ，Ｇ，Ｂの
各色ごとの基準階調電圧を用いて、入力階調データに対
するガンマ補正を行って、液晶パネルに与える信号線電
圧を生成する際に、入力画像の画質に応じたガンマ補正
を行うようにしたので、ガンマ補正時に階調数が減少す
ることがなく、従ってガンマ補正に伴う画質の低下を防
止することができるとともに、入力画像の画質の補正を
行うことが可能になる。
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【００５２】◇第３実施例
図８は、この発明の第３実施例である液晶表示装置の構
成を示す図、図９は、この例の液晶表示装置におけるガ
ンマ補正に基づく階調数の減少を説明する図である。こ
の例の液晶表示装置１Ｂは図８に示すように、液晶パネ
ル２と、表示制御回路３Ａと、ＤＡＣ内蔵基準階調電圧
発生回路４Ａと、走査線駆動回路５と、信号線駆動回路
６と、画像処理回路７とから概略構成されている。これ
らのうち、液晶パネル２，表示制御回路３Ａ，走査線駆
動回路５，信号線駆動回路６は、図６及び図７に示され
た第２実施例の場合と同様なので、これらについての詳
細な説明を省略する。
【００５３】例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）の画
面のプロパティでのガンマ補正範囲（０．２０～３．０
０）のようにガンマ補正範囲が広い場合、この範囲に対
して、第２実施例に示されたような基準階調電圧の設定
方法によって補正を行うためには、予め各ガンマ値での
基準階調電圧を設定しなければならないので、膨大な回
路構成と調整作業とが必要になる。この例においては、
このような問題を回避するために、第２実施例の構成に
加えて、表示制御回路３の前段に、画像処理回路７を設
けている。画像処理回路７は、図示されないＲ信号用ル
ックアップテーブル（ＬＵＴ）と、Ｇ信号用ルックアッ
プテーブル（ＬＵＴ）と、Ｂ信号用ルックアップテーブ
ル（ＬＵＴ）とを備えたチップからなり、画像描画装置
１００Ａからの、Ｒ，Ｇ，Ｂの階調データ入力に対し
て、それぞれデータ処理によって、ガンマ補正の処理を
行って、処理後の階調データを出力するとともに、画質
データから階調データ変換ポイント値を出力する。
【００５４】図８に示された液晶表示装置１Ｂでは、画
像描画装置１００ＡからのＲ，Ｇ，Ｂの階調データに対
して、画像処理回路７において、画像描画装置１００Ａ
からの画質データに応じてデータ処理を行ってから表示
制御回路３Ａに転送する。この際、画像処理回路７で
は、補正可能なガンマ値の範囲内に、予め任意の複数の
ガンマ値に対応する階調データ変換ポイントを設定して
おいて、入力された画質データと予め設定されたガンマ
値とを比較して、入力された画質データが予め設定され
た複数のガンマ値のいずれかと一致した場合と、一致し
ない場合とに分けてデータ処理が行われる。
【００５５】入力された画質データが、予め設定された
複数のガンマ値のいずれかと一致した場合、入力階調デ
ータと同じ階調データを表示制御回路３Ａに出力すると
ともに、一致したガンマ値に対応する階調データ変換ポ
イント値を出力する。ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発生回路
４Ａにおいては、それぞれの階調データ変換ポイントの
ガンマ値に対応して基準階調電圧を発生できるように予
め設定されている。表示制御回路３Ａから転送されてく
る階調データ変換ポイント値に従って、Ｒ，Ｇ，Ｂの基
準階調電圧がそれぞれ変更される。走査線の選択に同期
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して出力される選択制御信号ＳＬに応じて、階調データ
変換ポイント値に従って変更されたＲ用基準階調電圧，
Ｇ用基準階調電圧，Ｂ用基準階調電圧を切り替えて、信
号線駆動回路６へ出力する。入力された画質データが予
め設定された複数のガンマ値のいずれかと一致した場合
は、第２実施例の場合と同様に、階調数の減少なしにガ
ンマ補正の処理を行うことができるようになる。
【００５６】一方、入力された画質データが、予め設定
された複数のガンマ値のいずれとも一致しない場合は、
予め設定された複数のガンマ値に対応する階調データ変
換ポイントの中から、入力された画質データのガンマ値*

18
*に最も近いガンマ値の階調データ変換ポイントを選択し
て、画像描画装置１００ＡからのＲ，Ｇ，Ｂの階調デー
タに対して、選択した階調データ変換ポイントに応じた
データ処理を施した階調データを表示制御回路３Ａに出
力するとともに、選択した階調データ変換ポイント値を
出力する。この場合における、各階調データ変換ポイン
トでの階調データ処理は、例えば６４階調からなる階調
データの場合、
【００５７】
【数２】

【００５８】によって行うことができる。ＤＡＣ内蔵基
準階調電圧発生回路４Ａでは、入力された画質データが
予め設定された複数のガンマ値のいずれかと一致した場
合と同様に、表示制御回路３Ａから転送されてくる階調
データ変換ポイント値に従って、Ｒ，Ｇ，Ｂの基準階調
電圧をそれぞれ変更し、選択制御信号ＳＬに応じて、階
調データ変換ポイント値に従って変更されたＲ用基準階
調電圧，Ｇ用基準階調電圧，Ｂ用基準階調電圧を切り替
えて、信号線駆動回路６へ出力する。
【００５９】図９は、この例の場合の階調データ変換に
よる階調数の減少を示したものであって、例えば、画像
描画装置１００Ａからの画質データのガンマ値がγｄ＝
２．４であったとして、階調電圧変換ポイント④（γｄ
＝２．６）の基準階調電圧を使用している場合の階調数
は６３程度であって、図１５に示された従来例における
データ処理だけの場合と比較して、階調数の減少は極め
て少ない。
【００６０】このように、この例の液晶表示装置では、
ガンマ補正可能範囲を複数の変換領域に分割して、それ
ぞれの領域内に設定されている階調データ変換ポイント
から離れている程度に応じて、データ処理を行って階調
データ処理を行うようにしている。この例によれば、比
較的簡単な構成で、広いガンマ補正範囲に対応できると
ともに、その際における階調数の減少を少なくすること
ができる。
【００６１】以上、この発明の実施例を図面により詳述
してきたが、具体的な構成はこの実施例に限られたもの
ではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変
更等があってもこの発明に含まれる。例えば、第２実施
例において、画質データとしてガンマ値以外に、バック
ライトの輝度の情報を伝送することによって、液晶表示
装置側でバックライトの輝度の制御を行うようにしても
よく、又はコントラストの情報を伝送することによっ
て、液晶表示装置側で、表示画像のコントラストの制御*

*を行うようにしてもよい。
【００６２】
【発明の効果】以上、説明したように、この発明の液晶
表示装置によれば、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色の画素配列を、走
査線方向に同色の画素が配置されるようにするととも
に、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色ごとに異なる基準階調電圧を用い
ることによって、液晶パネルのＲ，Ｇ，Ｂの各色ごとに
異なるＶ－Ｔ特性に合わせた信号線電圧を与えることが
できるようにしたので、ガンマ補正処理に伴う出力画像
の階調数の減少を抑制することができ、画質の低下を防
止することができる。
【００６３】また、この発明の液晶表示装置では、上記
の効果に加えて、入力画像の画質データ（特にＲ，Ｇ，
Ｂのガンマ特性）を受信して、液晶表示装置において入
力画像のガンマ補正を行うようにしたので、入力画像と
液晶表示装置とのガンマ特性の関係の変化を補償するこ
とができ、従って、出力画像における階調数の減少を伴
わずに、画質の低下を防止することができる。
【００６４】さらに、この発明の液晶表示装置では、上
記の効果に加えて、広いガンマ値補正範囲内の比較的少
数の階調電圧変換ポイントについて基準階調電圧による
ガンマ補正を行うとともに、階調電圧変換ポイント間の
領域については、最も近いポイントのガンマ値からの階
調データ処理によって得たガンマ値を用いてガンマ補正
を行うようにしたので、簡単な構成で、階調数の減少を
抑制してガンマ補正を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例である液晶表示装置の構成
を示す図である。
【図２】本実施例における階調データの並べ替えを示す
図である。
【図３】本実施例における基準階調電圧発生回路と信号
線駆動回路との具体的構成例を示す図である。
【図４】本実施例における各色の基準階調電圧を示す図
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である。
【図５】本実施例の場合の各色のガンマ特性を示す図で
ある。
【図６】本発明の第２実施例である液晶表示装置の構成
を示す図である。
【図７】本実施例における基準階調電圧発生回路と信号
線駆動回路との具体的構成例を示す図である。
【図８】本発明の第３実施例である液晶表示装置の構成
を示す図である。
【図９】本実施例の液晶表示装置におけるガンマ補正に
基づく階調数の減少を説明する図である。
【図１０】従来の液晶表示装置の第１の構成例を示す図
である。
【図１１】本従来例における基準階調電圧発生回路と信
号線駆動回路の構成例を示す図である。
【図１２】液晶表示装置に対する階調データ入力を示す
図である。 *
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*【図１３】液晶パネルのガンマ特性の例を示す図であ
る。
【図１４】従来の液晶表示装置の第２の構成例を示す図
である。
【図１５】本従来例の液晶表示装置におけるガンマ補正
に基づく階調数の減少を説明する図である。
【符号の説明】
１，１Ａ，１Ｂ      液晶表示装置
２      液晶パネル
３，３Ａ      表示制御回路
４      ＲＧＢ切替基準階調電圧発生回路（基準階調電
圧発生手段）
４Ａ      ＤＡＣ内蔵基準階調電圧発生回路（基準階調
電圧発生手段）
５      走査線駆動回路（走査線駆動手段）
６      信号線駆動回路（信号線駆動手段）
７      画像処理回路（画像処理手段）

【図１】

【図４】 【図５】
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